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日本バリューエンジニアリング誌     （2018年 2月 1日発行） 
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静岡県ＶＥシンポジウム講演           （2017 年 7 月 28 日） 
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日本バリューエンジニアリング誌 ８月号  （2016 年 8月 1日発行） 
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日本バリューエンジニアリング協会ホームページトピックス   (2015年 11月 4日発信) 

出典 http://www.sjve.org/topics/entry/928/ 検索日 2015年 11月 6 日 

渋谷価値創造塾フォーラム「人・職場・地域を元気にするコミュニケーション」開催！ 

去る 10月 29日、日本経済大学 大学院 附属価値創造型企業支援研究所 渋谷価値創造塾の主催による「人・職場・地域を元気にす

るコミュニケーション」が日本経済大学大学院棟１０号館にて開催され、約５０名の方々がご参加されました。 

 同フォーラムは、実行委員会委員長・櫻井敬三氏（主催研究所所長）、実行副委員長・上野 孝氏、実行委員・足立忠郎氏の司会により進

められ、午前中の第１部では、以下の３件の講演が現代社会のコミュニケーション分野に関わる研究者・実践者の方々により行われました。  

  講演１「目標はアクティブラーナー！～チーム作り講座実践報告～」    専修大学附属高等学校 教諭 杉山比呂之 氏 

  講演２「コミュニケーションの基礎 -心の構造と領域-」             ノーベルファーマ株式会社 顧問 吉江 勉 氏  

  講演３「幸福学の観点で世の中を元気に -実践・幸福学入門-」 

                               應義塾大学大学院システムデザイン・マネジメント研究科 委員長・教授 前野隆司 氏 

講演者の方々の興味深い取り組みに、会場からも多くの質問が寄せられました。 

  午後からの第２部では、パネル討論１「世代間コミュニケーションの課題解決に向けて」（パネリスト：「シニア世代代表」NPOスリムジャパ

ン 鈴木 泉氏、「ミドル世代代表」 専修大学附属高等学校 杉山比呂之氏、「ヤング世代代表」 官民協働ネットワーク 新関康平氏､司

会：実行委員 足立忠郎）が行われ、それぞれの分野の第一線で活躍中のパネリストと参加者の方々が一体となって問題の本質を共有し、

解決策について積極的な意見交換がされました。 

  続いて、パネル討論２「実践コミュニケーションの課題解決に向けて｣ （パネリスト：国土交通省事業所 澤 健男氏、福山市建設局 大

濱愛弓氏、専修大学文学部 森下真穂氏、司会：実行副委員長 上野 孝）が行われ、パネリストの方々からは、行政分野・民間分野で課

題解決ワークショップ活動等に実際に取り組んでこられた経験から課題の本質を提起いただき、今後に向けてのあり方について、参加者の

方々との活発な意見交換がされました。 

  最後に第３部として、今回のフォーラムの討議内容のまとめが以下のフォーラム宣言として発表され、参加者が自ら実践し、啓蒙していく

ことになりました。以上をもって同フォーラムは好評のうちに終了しました。 

   フォーラム宣言  １．コミュニケーションは信頼関係を構築する上で最も大切な事である。  

                 ２．世代間の違いや経験の異なる中にこそ新たな発見や気付きがある。  

                 ３．元気になるために積極的にコミュニケーションの場をつくりましょう。  

                 ４. 何人にも無限の知恵と可能性が宿っている。この事を大切にしましょう。  

                 ５．明日の元気のために互いに手を携え今日から一歩前に進みましょう。 

                          

  

 

 

 

 

                    

 

http://www.sjve.org/download/2220/view/
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経営システム誌 ４月号 公益社団法人日本経営工学会 （2015年 4月 15日発行） 
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日本バリューエンジニアリング誌 １２月号  （2014年 12月 1 日発行） 
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日本バリューエンジニアリング協会ホームページイベント開催レポート (2014年11月4日発信) 

出典 http://www.sjve.org/topics/entry/812/  検索日 2014年 11月 29日 

櫻井教授講演中 

 

http://www.sjve.org/topics/entry/812/
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大連進出の日系企業訪問記（上）      金沢星稜大経済学部教授   櫻井敬三 

 

中国の解放政策が始まり四半世紀が経過した。中国の発展ぶりは目を見張るものがある。私は七月と

九月に学生を連れ、大連市に進出した日系企業を十数社（建機を含む自動車関係部品や産業機械の加

工・組立工場）訪問し、各社の総経理（社長）にインタビュー調査する機会を持ち多くの知見を得たので、

その一端を二回に分けて報告したい。 

安い賃金は過去の話 

人的資源の視点から 

 新潟県とほぼ同じ面積を持つ大連市には、四半世紀の間に日系企業は約三千五百社が進出し、現在

千四百社がとどまっている。十数年前から進出し業績を上げている中堅・中小企業の特徴を整理すると、

（１）大連中心部から五十キロ以上離れた農漁村地区で創業（２）事業発展に伴い、当初設備の拡充だけ

でなく地元企業を活用（３）日本での取引先だけでなく新たな販路開拓（４）製品品質にこだわる経営（５）

素材購入ルートの確立（６）誠実な経営姿勢－などが挙げられる。 

 以下、今日の中国情勢を加味しながら補足説明したい。今回は人的資源を中心に説明する 

 

旅順港。この背中側の漁村に地元企業や日系企業の工場

群が点在する 

 

■賃金や採用労働市場変化 

中日新聞掲載記事   (2011年 11月 15日) 

【アジア北陸ニュース】 

  

業績アップのカギ 

農漁村地区で創業 

地元の企業を活用 

品質こだわる経営 
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 農漁村地区（金州区や旅順など）への進出が比較的安定した人的資源の確保につながっている。大連

中心部に近い開発区では日系企業同士で従業員の奪い合いが後をたたない。同じく大連市中心部に近

いＩＴ企業のみ誘致するテクノパークでは毎年一万人規模の人材流入があり、インフラ産業企業への就職

希望者が減っている。この点で今後進出する企業は多少不便であっても、人材資源確保のために都市部

から離れた立地が得策と見る。 

 なお、育てた技能工の引き抜きは当たり前と考えておいた方がよい。地元企業が外資企業と取引を行う

際には以前日系企業で働いていた従業員が何人いるかが決め手になるからである。また旅順地区にお

いても造船特区ができ、引き抜きにより十数年育てた上げた人材を奪われるケースもある。このことから

もわかるとおり、近年人件費の高騰が著しく、三年後には現在の倍、日本の賃金水準の〇・七掛け水準

になるのではないかとの予測もある。 

 しかしながら、日本国内でのインフラ産業企業の技能工の確保は難しく、その点では上昇志向の強い中

国人による現地生産は魅力的ではある。 

 

日系企業の品質管理室に掲示されたスローガン＝いずれも

中国・大連市で  （櫻井教授提供） 

 

 

 

 

■日本人社長補佐役が必要 
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 訪問した全ての中堅・中小企業では、日本人の総経理をサポートする日本語を話せる中国人がいた。

彼らの力量次第で企業業績の向上が左右される。 

 インタビュー調査した石川県内に親企業がある某社では、金沢大留学生をインターンシップ方式で国内

育成後、現地進出に伴い現地法人誕生準備から参加させ今日に至っていると聞いた。別企業では、十数

年間で三名のサポート人材入れ替えを行った。その経過を聞くと、処遇不満が原因で退職している。 

 今後進出する企業は、石川県内の十二大学にいる中国人留学生（大連市のある遼寧省や他の東北二

省＝吉林省、黒竜江省＝の出身者が多い）から優れた学生を確保し、その学生の面倒を見ながら国内工

場の体験を積ませ、進出時から関わらせることが得策かもしれない。 
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大連進出の日系企業訪問記（下）   金沢星稜大経済学部教授   櫻井 敬三 

技術伝承が信頼築く 

地元工作機械メーカーから購入したばかりのＮＣ旋盤（ＮＣ

部ファナック）。日本製の１０分の１の値段だったと聞きびっく

りした。 

 

 

■親日家が多く住みやすい都市 

 中国全土で時々起こる反日デモが過去なかった大連市は、中学から第二外国語に日本語があり、若者

の半数が片言だが日本語が話せる。従って親日家が多い土地柄で、日本人には住み心地の良い都市の

一つである。 

■中国製素材や地元企業を活用 

 単純に言うと、人件費以外は日本の十分の一と考えてよいだろう。例えば、中国製工作機械は日本製

の十分の一で買える。工場も建物ごと借りることも可能である。その場合受変電設備が必要になるが、数

百万円以内で調達できる。家賃は物価にスライドするが、契約次第で一定期間同一家賃で済む。 

インフラ産業企業は素材購入ルートの確立がビジネス上重要だ。鋼材はもはや中国製で十分だろう。

宝山・上海製鉄品ならＪＩＳ規格鋼材も購入可能で値段も安い。鋳物は中国全土で購入でき、出来栄えも 

中日新聞掲載記事   (2011年 11月 28日)  

【アジア北陸ニュース】 

 

現地外注はリスク分散 

品質向上にＱＣ活動を 
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申し分ない水準と思われる。 

 機能部品のボルト、ナット、ワッシャー、スプリング、形鋼などの中国製は品質上問題が多く、日本製に

すべきである。ただし、現地日系法人からは購入できないので日本からの輸入となる。また、樹脂成形材

料は日系企業から購入する方が無難である。進出するならまず素材の購入先を決定するため試験的な

調達をして、購入ルートの確立をすることが大切である。 

 日本企業との取引が多い場合は、仕事の負荷調整は地元企業を有効活用することが良さそうである。

某社は自社工場内では技術レベルの高い加工を専門に行い、それ以外の加工は十社ほどの地元企業

に分散外注している（各社依存度は１０％以下）。外注依存のリスクを分散し、かつ二名＝副総経理（中

国人）と生産技術部長（日本人）＝がほぼ付きっきりで品質を中心とする技術指導を行っている。 

 総経理いわく「技術の伝承ですよ。品質向上が地元企業の課題です」。この姿勢が企業成長の鍵にな

るかもしれない。 

■生き残りの道 品質と誠実経営 

 結論から言うと、飛びぬけた品質と生産性を生かすしかない。一見、過剰とも見える自主検査、さらに専

任検査要員による部品の全数良品検査など、欠陥への異常なまでのこだわりは時間を必要とするが、加

工・組立に要する時間が現状、地元企業の半分の時間でできているので、品質向上の時間ロスを十分吸

収している。 

 従って総経理指導のもと、日本で従来行ってきた小集団改善活動やＱＣ活動を、中国人労働者に徹底

することをおすすめしたい。これを怠ると結局、品質低下と生産性ダウンのダブルパンチを食らうことにな

りかねないからである。 

 現在中国は、外資企業と地元企業との税率（２５％）の差がない。聞くところによると、地元企業には特

典があり外資企業が不利だとの情報もある。ただし、地元住民を長く雇用しきっちり税金を払っている企

業の場合三つ星表彰があり、別の特典があるようだ。 

 中国への進出は日本国内以上にコンプライアンスを意識した誠実経営が大切で、その結果はじわじわ

効いてくることを心に留めておいてほしい。決して一時的な進出はすべきではない。 

 

出典：中日ｗｅｂ http://www.chunichi.co.jp/hokuriku/article/asia/news/CK2011112802000148.html 

   検索日 2013年 3月 1日 


